 (
【市町村特別給付】住宅改良費の支給申請について
)
（１）支給対象者は？
	在宅で生活している要支援者及び要介護者。


（２）支給対象の工事は？
	介護保険法で定められた住宅改修で対象となっている
①滑りの防止・移動の円滑化などのための床または通路面の材料の変更
②手すりの取り付け
③段差の解消
④引き戸などへの扉の取り替え
⑤洋式便器などへの便器の取り替え
を目的とした工事だが、住宅改修では対象外（動力を使用する機器等）とされている工事を支給対象とします。
事前に介護支援専門員に相談をしてください。

	（例）
階段昇降機（動力付き）の設置・段差解消機（動力付き）の設置
…等


（３）支給限度額は？ 
	５０万円までの工事費用に対し、９割～７割（上限額45万円～35万円）を支給。


（４）利用方法は？ 
	１．住宅改良費の支給対象となる工事かどうか、市に事前の申請が必要です。
（申請時必要書類：工事確認届、理由書（ケアマネジャーか施工業者どちらか作成）、図面、見積書、写真、承諾書※１、受領委任状※２または振込口座届出書※３）
２．申請後に工事の現場及び利用者の身体状況を確認させていただきます※４
３．確認後、市から該当（非該当）の通知を送付します。


　※1：改修する家屋が利用者本人所有では無い場合。（家族所有や借家の場合）
　※2：事業所の同意が得られ、受領委任払いにする場合
　※3：償還払いの場合
　※4：確認時に市職員2名、市が委託している建築士、施工業者、介護支援専門員が立ち会います。
（５）支給はいつ？ 
	工事完了後に必要書類を市に提出します。後日、支給額が支払われます。
（必要書類：工事完了届兼住宅改良支給申請書、領収書、明細書、工事前後の写真）


（６）申請・受領委任制度…
	（５）の申請や給付費の受領を事業者に委任することにより、利用者は総費用から支給額を差し引いた「自己負担分」のみを事業者に支払う制度です。
（希望される場合は、事前に事業者の同意が必要です。）



【裏面もご覧ください。】

【　　申　　請　　の　　手　　順　　】
	１．住宅改良についてケアマネージャー等に相談




	２．申請書類又は書類の一部提出・確認
· 利用者は、工事確認届を市（介護保険担当窓口）へ提出します。
· 市は提出された書類等により、保険給付として適当な改良工事かどうかを検討し、３の確認調査の結果などから、該当（非該当）を判断します。
（提出書類）
○志木市介護保険住宅改良工事確認届
○エ事見積書
○住宅改良後の完成予定の状態がわかるもの（写真及び図面）
○住宅の所有者の承諾書（住宅改修を行った住宅の所有者が当該利用者でない場合）
○住宅改修が必要な理由書
○受領委任状（受領委任払いの場合）または振込口座届出書（償還払いの場合）




	３．確認調査
· 市は専門家と共に、ご家族・利用者立ち会いの下で工事箇所の確認調査を行います。


【該当（非該当）通知を発送】
	４．施工→完成




	５．住宅改良費の支給申請・決定
· 利用者は、エ事終了後、以下に挙げる領収書等の費用発生の事実がわかる書類を市へと提出し、支給申請を行います。
· 市は、事前に提出された書類との確認をし、工事が行われたかどうかの実態調査を行います。その後、住宅改良費を支給します。
（提出書類）
○住宅改良工事完了届兼受託改良費支給申請書
○住宅改良に要した費用に係る領収書、および明細（内訳）書（コピー可）
○工事前後の写真（任意の様式で可）


· ただし、入院又は入所中の利用者が退院又は退所後に居宅での生活を行うため、あらかじめ住宅改良に着工する必要がある場合等については、確認時、必ず利用者本人が在宅しているようにしてください。また、入院又は入所中の利用者の工事が終了しても、５の支給申請ができるのは、退院又は退所した後となります。
